
鳴門市賀川豊彦記念館（大麻町桧字東山田５０番地２）

１．指定管理の状況

（１）指定管理者

【団体名】 一般社団法人　鳴門市うずしお観光協会

【代表者名】 理事長　勘川　一三

【所在地】 鳴門市撫養町南浜字東浜１６５番１０

（２）指定期間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日（５年間）

（３）指定管理の内容

①施設の運営に関する業務

②施設の保全に関する業務

③協力団体と連携を図り、施設の設置目的を達成する業務

④その他市長が必要と認める業務

２．指定管理者事業報告書概要

（１）管理業務の実施状況

①開館日数：

②管理体制：

③業務実施状況：

④利用サービス向上への取り組み

（２）利用等の状況

（単位：人）

（３）利用料金収入の状況

（単位：円）

①史料博物館としての事業、②観光施設としての事業、③イベント施設としての
事業、④研修業務施設としての事業、⑤NPO法人賀川豊彦記念・鳴門友愛会と
の連携、⑥社会貢献事業、⑦施設管理業務、⑧職員教育　を実施。

年間３４９日

54,693 

月 10月

合計

829,225  

入館料 91,504 83,153 70,806 51,340 59,883 

11月 12月 1月 2月

9月

84,428 

3月

入館料 71,057 86,916 43,605 64,263 67,577 

5,144       5,336       1,779       7,115       

月 4月 5月 6月 7月 8月

管理責任者１人（ドイツ館管理責任者兼務）、総括管理者１人（ドイツ館総括管理者兼
務）、アルバイト職員３人の体制により管理運営業務を実施。

2階通路に掲示板「賀川豊彦記念館ニュース」コーナーを設置し、賀川豊彦記念
館に関する新聞記事等、最新時事情報を掲示した。
また、来館者からの意見等を記入していただけるコーナーを設置し、サービス向
上に努めた。

入館者数

有　　　料
無　料 計

小人 大人 小計

192          

指定管理者制度導入施設 令和５年度決算資料

施設名 担当 文化交流推進課



【収入の部】 （単位：円）

【支出の部】 （単位：円）

差し引き収支額 円

３．令和５年度鳴門市からの指定管理者への補助金及び委託料

（１）補助金明細

な　　し

（２）委託料明細

（単位：円）

942,621               

事業名 決算額 担当課

賀川豊彦記念館管理業務（指定管理料） 4,700,000 文化交流推進課

小　　　　　計 2,880,000    2,353,877    △ 526,123

合　　　　　　　計 5,300,000    4,635,578    △ 664,422

雑費 15,000         -                    △ 15,000

イベント費用 -                    -                    -                    

広告宣伝費 -                    -                    -                    

使用賃借料 150,000       113,520       △ 36,480 パソコンリース料

租税公課 390,000       314,000       △ 76,000 消費税

保険料 40,000         37,020         △ 2,980 火災保険料等

委託料 1,100,000    978,730       △ 121,270 警備保障、浄化槽保守点検等

通信運搬費 100,000       68,294         △ 31,706 電話代

手数料 15,000         9,760            △ 5,240 振込手数料等

光熱水費 900,000       772,238       △ 127,762 電気料、水道料

修繕費 50,000         22,550         △ 27,450 施設内修繕

衛生用品等

印刷製本費 70,000         28,600         △ 41,400 入館券印刷

旅費交通費 -                    -                    -                    

運
営
費

消耗品・備品費 50,000         9,165            △ 40,835

項　　　　　　　目 予算額 決算額 増減額 備考

人件費 2,420,000    2,281,701    △ 138,299

雑収入 -                    -                    -                    

合　　　　　　　計 5,300,000    5,578,199    278,199       

利用料金収入 600,000       878,175       278,175       使用料含む

受取利息 -                    24                 24                 

項　　　　　　　目 予算額 決算額 増減額 備考

指定管理料 4,700,000    4,700,000    -                    

（４）管理に係る収支の状況



４．管理運営状況について

＊評価（Ａ～Ｃ）の定義
　Ａ・・・協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である。
　Ｂ・・・協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である。
　Ｃ・・・協定書等を遵守しているものの、内容の一部に課題がある、または改善の必要な内容である。

＊施設所管課　所見　
（＊１）履行確認・・・協定書や仕様書等に定められた事業や業務等の履行状況の確認を行います。
（＊２）サービス水準・・・どの程度の水準のサービスを提供しているのかについて測定・評価します。
（＊３）安定性評価・・・サービス提供の継続性・安定性について収支状況や事業計画と実績との比較等

　　    により確認・評価を行います。

R5

NPO法人賀川豊彦記念・鳴門友愛会との連携をさらに強化し、賀川豊彦関連の講
座や読み聞かせ、顕彰事業などのイベントを開催し、入館者の増加を図った。ま
た、館内ガイドを積極的に行うほか、ご意見箱の設置、清掃活動や花壇の手入れ
などにより、サービス向上に努めた。

利用料金及
び使用料収
入について

コロナ禍前の令和元年度と比較して、利用料金及び使用料収入は７６％と完全に回復はしていないが、
年々、増加傾向となっている。

利用サー
ビス向上
策

指定期間
共通

特別企画展、講演会、朗読会、映画上映会、他の施設での移動展などNPO法人賀
川豊彦記念・鳴門友愛会と連携し、隣接するドイツ館と協力することで、入館者
数の増加に努めた。

R2
NPO法人賀川豊彦記念・鳴門友愛会との連携を強化し、館内ガイドを積極的に行
うとともに、定期的に講演会を開催することにより、賀川豊彦記念館の知名度向
上と入館者数の増加を図った。

R3
ＮＰＯ法人賀川豊彦記念・鳴門友愛会との連携をさらに強化し、館内ガイドを積
極的に行うとともに、清掃活動や花壇の手入れなどの環境美化に努めた。また、
定期的に賀川豊彦関連の講演会等を開催し、入館者の増加を図った。

R4

Ｒ4
　　　　　　入館者数　６,５５４人

　　イベント参加者数　１,３２２人
安定性評価（＊３）

R5
　　　　　　入館者数　７,１１５人

　　イベント参加者数　１,４１３人

指定管理者と団体の経理を区分
した管理が行われており、収支
状況は概ね適切である。

NPO法人賀川豊彦記念・鳴門友愛会との連携をさらに強化し、賀川豊彦関連の講
座や読み聞かせ、顕彰事業などのイベントを開催し、入館者の増加を図った。ま
た、館内ガイドを積極的に行うとともに、清掃活動や花壇の手入れなどの環境美
化に努めた。

施設所管課　所見

Ｒ2
　　　　　　入館者数　４,３３１人

　　イベント参加者数　　 ８０４人

履行確認（＊１）

施設の管理、点検や周辺の清掃
を行うなど概ね適正である。

Ｒ3
　　　　　　入館者数　４,４８３人

　　イベント参加者数　１,１２１人
サービス水準（＊２）

NPOと連携を強化し、館内ガイド
を積極的に実施するとともに、賀川
豊彦関連の講演会を開催するなど、
館の知名度向上を図った。

R5 ３４９日 R5 ９時３０分～１７時

利用者
(件)
数及び
施設使用
者(件)数

Ｒ１
　　　　　　入館者数　９.５９９人

　　イベント参加者数　１,１３０人

モニタリング
評価結果

総合評価
（Ａ～Ｃ） B

R3 ３４２日 R3 ９時３０分～１７時

R4 ３４１日 R4 ９時３０分～１７時

開館日数

導入前 ３１９日

開館時間

導入前 ９時３０分～１７時

R2 ３３０日 R2 ９時３０分～１７時


